
















内平直志 教授

本学では講義と共に研究論文執筆を重視していますが、 これは研究論文執筆を通じ、 座学

だけでは得られない創造的な思考が身に付くからです。 例えば、 講義でフレー ムワ ー クを

学んだのち、 実務でうまく使えなかった場合に「これは役に立たない」 と判断してしまう

ケ ースをよく見かけます。 一方、 研究を通じて新しいフレー ムワ ー クを自分で提案した経

験のある人は、 フレー ムワ ー クを杓子定規にとらえず、 実務で使えるようにカスタマイズ

でき、 実践的な応用力が大きく違ってきます。 自分で新しいものを生み出す喜びを感じた

学生さんが、 博士後期課程に進学するケ ースが多いのも本学の特徴です。

伊藤泰信 教授

ほとんどの社会人学生が専門性をもった職業人です。 その専門性をJAISTでの研究にうま

く活用できれば良い研究が可能になりますが、 他方、 社会人学生の場合、 1)経験やプライ

ドが大学院での研究の邪魔をすることも多々あります。 そのため、 2) 自身の経験に照らし

て知識を取捨選択しがち、 柔軟に助言を受け取れないことも起こりがちです。 3) 新しい価

値観・知識を身に付ける／生み出すには、 時には慣れ親しんだ価値観・知識から離れる（ア

ンラーンする）必要がありますが、 経験が豊富であるほどアンラー ニングに困難を伴いが

ちです。 これらを踏まえつつ、 じっくりと取り組んでもらいたいと考えています。

白肌邦生 教授

研究テ ーマについて考えるとき、「何が問題か？」、「その問題に対して研究者はまだ答え

を出せていないのか？」この2つを考え調べることから始め、 「学び・深めたい」気持ち

を持ち続けましょう。 社会人学生にとって研究時間の確保は重要テ ーマです。 業務多忙で

ストレスの多い状態では、 本や論文を読む意欲さえない時もあります。 その時は品川サテ

の教育制度である個別ゼミで相談したり、 研究室内学生さんと交流をしてみましょう。 研

究意欲を維持したことで国際会議報告や学会賞受賞などの得難い経験につながっていま

す。 博士後期課程検討の場合は， 必ず受け入れ希望教員と面談をしてください。
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